
おかざき伝心プロジェクト

岡崎市社会文化部文化振興課





・地域、学校、交通機関、商業施設などたくさ
んの関係者と一緒に伝統文化・伝統芸能を盛り
上げていこうという視点

・伝統文化、伝統芸能を通して、みんなの絆が
強くなって、より住みやすいまちづくりにつな
げていくには？
⇒まちへの「誇り」

よかった
ところ

市が受け止め
たポイント

きずな

ほこ



・グッズ制作に地元産材を使用
・商業高校と連携した広報活動
・大型商業施設、学校、地元の
お祭り等での体験機会の充実

・交通機関に伝統芸能の音楽を
使用

もらった提案
について





・岡崎のよいところ、誇れるところをよく調べてい
る。その上で岡崎の魅力を世界に発信しようとして
いる。
・伝統文化、伝統芸能の新たな担い手として外国の
方に着目している点

・SNSやHPで自分のまちの魅力を発信している市町
村は意外とたくさんある。
⇒「見てもらえるSNS」を作るには

よかった
ところ

市が受け止め
たポイント



もらった提案
について

（参考：オカザえもん）
・岡崎観光伝道師 岡崎アート広報大臣
・Xのフォロワー数：56,053人（R8.1.23現在）
・Instagramのフォロワー数：5,740人（R8.1.15現在）

つうかん





・若い人が「行きたくなる」フェスについて、
自分たちの目線で考えてくれた。

・岡崎市や岡崎文化協会の主催行事に、幅広い
年齢層の方々に来ていただくには。
・「見る」だけでなく「体験する」ことは重要

よかった
ところ

市が受け止め
たポイント

しゅさい

ねんれいそう



もらった提案
について

ものづくり体験、スタンプラリー、限定ガチャ等の実施

たくさんの人が来る場所での開催（イオンモール等）

ようそ


